
2022.5.6担当社長/信田

　㈱ホームセンター坂本（坂本勤社長）は昭和60年
に設立し、現在、坂本ホーマ三輪・遠軽・斜里各
店、アウトドア・フィッシング 

　 フ ロ ス 　
FLOSを経営。地元

老舗のホームセンターでは日用雑貨、住宅設備、
季節商品、防災グッズなどのほか、福祉用具の賃
貸も。「お客様の痒いところに手が届く」店を目指
す。平成26年に２代目社長に就いた坂本社長（46）。
令和２年にはフロスを拡充しアウトドアブランドの
取り扱いを増やし管内随一の規模に。顧客ニーズ
への対応とともに優先する事項は「従業員の幸せ
を目指すこと。そのために必要なことをやっていま

す」。その上で計画
を練っているのが道
央圏への出店。自身
が楽しむキャンプは
今年60泊を予定。た
き火や読書で鋭気を
養っているようです。

● 第212回通常議員総会開催

● 令和４年事業計画・主要会計予算

● 市長への要望活動

● 「健康優良法人2022」認定事業所

● セミナー等抄録

● 青年部・女性部例会

　北見市内でも例年より早く開花したサクラ。戸外に出る機会とも
なり、行楽シーズンの到来を告げました。北見フラワーパラダイス
も開園日の４月29日は見頃（写真上）。同日、オープンした北見ファ
ミリーランドは親子連れで賑わっていました。

　タコスと革製品
の店「カクタス」が
２月に開店。テイ
クアウトのみの営業
でしたが、５月から
はイートインも開始。
メニューは３種類の
タコスとタコライス、

ドリンク。革製品は手縫いや工業用ミシンで作製
したバッグや財布など。店名のカクタスは英語で
サボテンの意。革製品のロゴにも寄り添った２本
のサボテンが配されています。店主の井上まゆみ
さん（45）は介護職を経ての起業で、自宅の一部を
店舗に改装。10代で食し好きになったタコスを日
本人向けにするため素材から吟味し調理法も研究
の上、チキンやポークなどを具に小麦粉生地のソ
フト系のタコスを焼き上げ提供。井上さんは「皆
様に愛されるタコスを作り、お店を軌道に乗せて
いきたい」と話しています。

５
　

月

６
　

月

◆16日　三役会
◆17日　ふるさと納税返礼品セミナー＆相談会
◆19日　東北海道商工会議所会頭会議
 第100回東北海道商工会議所連絡協議会、

専門家個別経営相談窓口（27日）
◆24日　オホーツク産学官融合センター運営委員会
◆27日　中小企業振興委員連絡会議

◆２日　監事会
◆６日　三役会、第326回常議員会
 創業実践セミナー（７日）
◆10日　専門家個別経営相談窓口（17日・24日・30

日）
◆13日　北海道商工会議所連合会通常会員総会
◆14日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動
◆20日　議員会ゴルフ大会
◆22日　第72回会員事業所永年勤続従業員表彰式
◆24日　三役会、第213回通常議員総会
◆29日　第70回全道商工会議所大会懇親会
◆30日　第70回全道商工会議所大会
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２月に開店、タコスと革製品扱う 

  CACTUS（カクタス）
管内３店のホームセンターと管内随一のアウトドア店経営

㈱ホームセンター坂本

　春は年度替わりでデスク回り等が雑然と
なりがち。当所では「３カ月後に大きな差
がつく整理整頓術」と題して職員向けに研
修を行いました。
　整理整頓とは「使いたいモノが使いたい
トキにすぐに使える」ことであり、調査に
よると、整理整頓ができてないと探し物の
ために１年間で150時間、８時間勤務だと
19日分の時間を費やしているとのこと。

　整理整頓は、主役業務が忙しいと、つい後回しに
なりがちですが、実は効率を上げる手段として大事
な脇役業務です。仕事がデキる人ほど整理整頓がで
きていてムダがありません。
　研修では整理整頓はじめパソコンデータ管理の手
法（「格納する場所」を決め「ネーミング」を統一
化し共有）等を学びました。職場全体で行うことで
時短や効率化がされるだけでなく、良好な見映え、
適正な在庫管理、共有意識の強化、災害時のリスク
減少等につながり、身の回りだけでなく、頭の中も
整理されます。
　研修後、まずは文房具等を必要最小限に整理して
みるとスッキリ。難しく考えず身近なところから。
興味のある方には講師をご紹介しますので当所まで
ご一報ください。

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№158

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

春、身近から整理整頓
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当所では2022年3月に
認定を取得
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第
２
１
２
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
22

日
、
77
人
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
黒
部

で
開
か
れ
、
第
３
２
５
回
常
議
員
会
（
３

／
11
）
で
の
議
決
を
経
て
提
出
さ
れ
た
令

和
４
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算

（
案
）
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
舛
川
誠
会
頭
は
、
通
常
議
員
総
会
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況

に
は
胸
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
思
い
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
、
不
透
明
感
が
ま
す

ま
す
深
ま
る
」
と
の
所
感
を
示
す
と
と
も

に
、令
和
４
年
度
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
、

「
会
議
所
の
果
た
す
役
割
に
し
っ
か
り
向

き
合
い
進
め
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、
人
手
不
足
、
生
産
性
向
上
、

事
業
承
継
な
ど
、
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
し
っ
か
り
進
め
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
前
の
法
手
続
き
に
入
っ
た

民
間
事
業
者
に
よ
る
中
央
大
通
沿
道
地
区

の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
本
社
社
長
と

面
会
し
地
元
企
業
へ
の
発
注
な
ど
会
議
所

と
し
て
要
望
を
伝
え
、「
配
慮
し
た
い
」

と
の
回
答
を
得
た
こ
と
な
ど
経
過
を
説
明

し
、「
地
権
者
と
し
て
事
業
推
進
に
し
っ

か
り
努
め
て
い
き
た
い
」
と
改
め
て
再
開

発
事
業
へ
の
意
欲
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
当
所
の
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
新
規

項
目
と
し
て
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
へ
の
需
要
喚
起
策
の
実
施
に

係
る
要
望
活
動
、②
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
多
数
か

ら
少
額
ず
つ
資
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
活

用
に
よ
る
資
金
調
達
支
援
、
③
イ
ン
ボ
イ

ス
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
導
入
等

制
度
変
更
の
周
知
・
支
援
、
④
移
住
希
望

者
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、

⑤
専
門
性
を
有
す
る
外
部
人
材
と
、
都
市

部
企
業
な
ど
で
働
く
副
業
・
兼
業
人
材
の

活
用
支
援
、
⑥
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利

用
企
業
・
人
材
と
の
連
携
推
進
、
⑦
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
実
質
ゼ
ロ
）
社
会
に
対
応
し
た
環
境
経

営
の
推
進
に
向
け
た
啓
蒙
・
啓
発
、
⑧
役

員
・
議
員
改
選
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
中
小
・
小
規
模
支
援
事
業

な
ど
主
要
７
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
を
７
４
９
万
円
上
回
る
３
億
５
３
４
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
議
決
事
項
と
し
て
議

員
の
選
挙
及
び
選
任
に
関
す
る
規
則
な
ど

諸
規
則
の
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
北
海
道
商
工
会
議

所
連
合
会
の
第
１
８
５
回
常
議
員
会
・
第

１
９
５
回
通
常
会
員
総
会
（
３
／
８
）、

日
本
商
工
会
議
所
の
第
２
８
９
回
議
員
総

会
・
第
１
３
４
回
会
員
総
会
（
３
／
17
）、

当
所
の
部
会
・
委
員
会
の
開
催
状
況
、
中

央
大
通
沿
道
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
議
員
総
会
終
了
後
、
市
政
報
告
会
が
公

務
上
京
中
の
辻
直
孝
市
長
に
代
わ
り
、
浅

野
目
浩
美
副
市
長
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

浅
野
目
副
市
長
は
、
北
京
五
輪
で
日
本

カ
ー
リ
ン
グ
史
上
初
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
へ
の
市
の
市
民
特

別
栄
誉
賞
授
与
な
ど
に
触
れ
た
あ
と
、
令

和
４
年
度
当
初
予
算
の
新
規
・
拡
充
事
業

を
中
心
に
説
明
。
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

「
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
　

　
議
員
総
会
開
会
に
先
立
ち
、
日
本
商
工

会
議
所
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　【
９
月
表
彰
】
前
常
議
員
　
小
泉
勝
裕

氏
（
退
任
）、
地
域
振
興
部
次
長
　
後
藤

達
哉
氏
（
30
年
）

　【
３
月
表
彰
】
常
議
員
　
阪
田
裕
氏
、

中
村
雅
俊
氏
、
村
井
泰
彦
氏
、
監
事
　
小
澤

實
之
郎
氏
（
以
上
20
年
）

　
常
議
員
会
で
商
工
調
停
士
な
ど
選
任

　
第
３
２
５
回
常
議
員
会（
３
／
11
）で
は
、

新
年
度
事
業
計
画
、
再
開
発
事
業
の
ほ
か
、

令
和
４
年
度
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
（
戸
田
龍
一
副

会
頭
＝
再
＝
）、
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
審
査
委
員
の
選
任
（
委
員
長
・

戸
田
龍
一
副
会
頭
　
委
員
・
林
和
則
理
財

部
会
長
、
坂
口
政
義
中
小
企
業
委
員
長
、

渡
邊
伸
一
専
務
理
事
、
服
部
浩
司
理
事
・

事
務
局
長
）、
第
１
０
０
回
東
北
海
道
連
絡

協
議
会（
５
／
19
、
美
幌
）へ
の
提
出
議
案
、

新
入
会
員
（
76
社
・
人
、
令
和
３
・
３
・

９
〜
令
和
４
・
３
・
７
）
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　（
担
当
　
総
務
部
）

第
２
１
２
回
通
常
議
員
総
会
冒

頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
舛
川
会

頭
。
市
政
報
告
会
講
師
を
務
め

た
浅
野
目
副
市
長
（
左
）

　日本経済は、内閣府が２月に発表したGDP速報値（昨年10月～12月期）
では、２四半期ぶりのプラス成長となりました。その主要因として緊急事
態宣言が９月に解除され、行動制限の解除等により飲食やイベントに対す
る制限が緩和されたことにより回復傾向を示しましたが、コロナ禍前の令
和元年と比較すると△２．９％低い水準となっています。
　さらに、年明け新たなオミクロン株の感染拡大によりまん延防止等重点
措置が発令され、道内においても再び移動や企業活動の自粛要請によって、
サービス・観光・飲食業のみならず全業種に跨ってその影響を受けており、
コロナ禍が収束するまでの事業者に対する継続した支援や需要喚起に向け
た経済対策が必要であります。また、３月に入り世界情勢の急変により原
油・天然ガス・小麦等の高騰、株価の下落等先行き不透明感が増大してお
り、その対策が急務となっています。
　このような厳しい状況の中、当地域では管外・道外への労働力流出に加
え、事業主の高齢化と後継者の確保難により休廃業する企業が増加すると
ともに、２年に亘るコロナ禍の影響と相まって経営環境がより一層厳しく
なっていることから、いかに企業が事業を存続させ雇用継続できる環境を
整えていくかが求められており、第一には「新型コロナウイルス感染症対
策」、そして「人手不足対策」、「生産性の向上対策」、「事業承継対策」は
北見市の将来像を展望する上において最も重要な課題であります。
　当所では、長期化するコロナ禍により疲弊している地域企業に対する継
続した経営支援を実施すると共にウイズコロナ・アフターコロナを見据え、
企業の自己変革への挑戦と新たな付加価値の創造、デジタル化の有用性や
カーボンニュートラル（温室効果ガス排出量ゼロ）、SDGs（持続可能な開
発目標）等、会員企業に有益な事業推進に向け、より一層力強く取り組む
ことが必要と考えております。
　これらのことから令和４年度では次の事業への取り組みに努めてまいり
ます。労働力の流出抑制では、地域が連携し取り組むこととし、オホーツ
ク商工会議所協議会において合同企業セミナーを実施。道内大学キャリア
サポートセンターとの連携を強化し、大学生の採用につなげて参ります。
併せてコロナ禍により地域に目を向けているUIJターン希望者と地元企業
とのマッチングを行うと共に専門性を有する外部人材の活用推進を図り、
地域の人員・人材確保に繫げて参ります。
　生産性の向上に向けた取り組みでは、経営者の「気づき」を促し、DX
導入の支援を行い経営改善に繫がるよう情報提供いたします。また、事業
承継対策では、北海道事業承継・引継ぎ支援センター等関係機関と連携し、
個別相談等を強化し円滑な事業承継支援を進めて参ります。
　さらに、事業を継続するには新型コロナウイルス感染症や、近年増加傾
向にある自然災害等不測の事態に対する備えも必要となることから、有事
における従業員の行動や業務の進め方等について定める事業継続力強化計
画およびBCPの策定に向け支援して参ります。
　中央大通り沿道地区の再開発事業では、昨年末、北見市都市計画審議会
において中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業等の都市計画決定の予
備審査が行われ、事業化に向けた手続きに入ったことから事業推進に向け
た関係機関との調整など積極的に協力して参ります。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、変化の波を新たな成長
へとつなげていく動きを後押しする使命があり、行政・各関係機関と連携
し新たな価値観と環境変化に対応すべく2050年カーボンニュートラルへの
取り組みや、SDGsの周知・PRを進め企業価値向上を図るとともに、日本
商工会議所・北海道商工会議所連合会および全国各地の商工会議所のネッ
トワークを活かし、管内６商工会議所が結ぶ地域総合包括連携の下、「未
来を拓く商工会議所」として、地域経済の持続的な発展を推進するため、
諸事業を推進して参ります。

令和４年度事業計画　大　綱
地域経済と中小・小規模事業者の活力強化推進 第212回通常議員総会
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第
２
１
２
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
22

日
、
77
人
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
黒
部

で
開
か
れ
、
第
３
２
５
回
常
議
員
会
（
３

／
11
）
で
の
議
決
を
経
て
提
出
さ
れ
た
令

和
４
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算

（
案
）
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
舛
川
誠
会
頭
は
、
通
常
議
員
総
会
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況

に
は
胸
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
思
い
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
、
不
透
明
感
が
ま
す

ま
す
深
ま
る
」
と
の
所
感
を
示
す
と
と
も

に
、令
和
４
年
度
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
、

「
会
議
所
の
果
た
す
役
割
に
し
っ
か
り
向

き
合
い
進
め
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、
人
手
不
足
、
生
産
性
向
上
、

事
業
承
継
な
ど
、
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
し
っ
か
り
進
め
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
前
の
法
手
続
き
に
入
っ
た

民
間
事
業
者
に
よ
る
中
央
大
通
沿
道
地
区

の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
本
社
社
長
と

面
会
し
地
元
企
業
へ
の
発
注
な
ど
会
議
所

と
し
て
要
望
を
伝
え
、「
配
慮
し
た
い
」

と
の
回
答
を
得
た
こ
と
な
ど
経
過
を
説
明

し
、「
地
権
者
と
し
て
事
業
推
進
に
し
っ

か
り
努
め
て
い
き
た
い
」
と
改
め
て
再
開

発
事
業
へ
の
意
欲
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
当
所
の
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
新
規

項
目
と
し
て
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
へ
の
需
要
喚
起
策
の
実
施
に

係
る
要
望
活
動
、②
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
多
数
か

ら
少
額
ず
つ
資
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
活

用
に
よ
る
資
金
調
達
支
援
、
③
イ
ン
ボ
イ

ス
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
導
入
等

制
度
変
更
の
周
知
・
支
援
、
④
移
住
希
望

者
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、

⑤
専
門
性
を
有
す
る
外
部
人
材
と
、
都
市

部
企
業
な
ど
で
働
く
副
業
・
兼
業
人
材
の

活
用
支
援
、
⑥
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利

用
企
業
・
人
材
と
の
連
携
推
進
、
⑦
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
実
質
ゼ
ロ
）
社
会
に
対
応
し
た
環
境
経

営
の
推
進
に
向
け
た
啓
蒙
・
啓
発
、
⑧
役

員
・
議
員
改
選
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
中
小
・
小
規
模
支
援
事
業

な
ど
主
要
７
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
を
７
４
９
万
円
上
回
る
３
億
５
３
４
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
議
決
事
項
と
し
て
議

員
の
選
挙
及
び
選
任
に
関
す
る
規
則
な
ど

諸
規
則
の
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
北
海
道
商
工
会
議

所
連
合
会
の
第
１
８
５
回
常
議
員
会
・
第

１
９
５
回
通
常
会
員
総
会
（
３
／
８
）、

日
本
商
工
会
議
所
の
第
２
８
９
回
議
員
総

会
・
第
１
３
４
回
会
員
総
会
（
３
／
17
）、

当
所
の
部
会
・
委
員
会
の
開
催
状
況
、
中

央
大
通
沿
道
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
議
員
総
会
終
了
後
、
市
政
報
告
会
が
公

務
上
京
中
の
辻
直
孝
市
長
に
代
わ
り
、
浅

野
目
浩
美
副
市
長
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

浅
野
目
副
市
長
は
、
北
京
五
輪
で
日
本

カ
ー
リ
ン
グ
史
上
初
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
へ
の
市
の
市
民
特

別
栄
誉
賞
授
与
な
ど
に
触
れ
た
あ
と
、
令

和
４
年
度
当
初
予
算
の
新
規
・
拡
充
事
業

を
中
心
に
説
明
。
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

「
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
　

　
議
員
総
会
開
会
に
先
立
ち
、
日
本
商
工

会
議
所
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　【
９
月
表
彰
】
前
常
議
員
　
小
泉
勝
裕

氏
（
退
任
）、
地
域
振
興
部
次
長
　
後
藤

達
哉
氏
（
30
年
）

　【
３
月
表
彰
】
常
議
員
　
阪
田
裕
氏
、

中
村
雅
俊
氏
、
村
井
泰
彦
氏
、
監
事
　
小
澤

實
之
郎
氏
（
以
上
20
年
）

　
常
議
員
会
で
商
工
調
停
士
な
ど
選
任

　
第
３
２
５
回
常
議
員
会（
３
／
11
）で
は
、

新
年
度
事
業
計
画
、
再
開
発
事
業
の
ほ
か
、

令
和
４
年
度
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
（
戸
田
龍
一
副

会
頭
＝
再
＝
）、
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
審
査
委
員
の
選
任
（
委
員
長
・

戸
田
龍
一
副
会
頭
　
委
員
・
林
和
則
理
財

部
会
長
、
坂
口
政
義
中
小
企
業
委
員
長
、

渡
邊
伸
一
専
務
理
事
、
服
部
浩
司
理
事
・

事
務
局
長
）、
第
１
０
０
回
東
北
海
道
連
絡

協
議
会（
５
／
19
、
美
幌
）へ
の
提
出
議
案
、

新
入
会
員
（
76
社
・
人
、
令
和
３
・
３
・

９
〜
令
和
４
・
３
・
７
）
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　（
担
当
　
総
務
部
）

第
２
１
２
回
通
常
議
員
総
会
冒

頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
舛
川
会

頭
。
市
政
報
告
会
講
師
を
務
め

た
浅
野
目
副
市
長
（
左
）

　日本経済は、内閣府が２月に発表したGDP速報値（昨年10月～12月期）
では、２四半期ぶりのプラス成長となりました。その主要因として緊急事
態宣言が９月に解除され、行動制限の解除等により飲食やイベントに対す
る制限が緩和されたことにより回復傾向を示しましたが、コロナ禍前の令
和元年と比較すると△２．９％低い水準となっています。
　さらに、年明け新たなオミクロン株の感染拡大によりまん延防止等重点
措置が発令され、道内においても再び移動や企業活動の自粛要請によって、
サービス・観光・飲食業のみならず全業種に跨ってその影響を受けており、
コロナ禍が収束するまでの事業者に対する継続した支援や需要喚起に向け
た経済対策が必要であります。また、３月に入り世界情勢の急変により原
油・天然ガス・小麦等の高騰、株価の下落等先行き不透明感が増大してお
り、その対策が急務となっています。
　このような厳しい状況の中、当地域では管外・道外への労働力流出に加
え、事業主の高齢化と後継者の確保難により休廃業する企業が増加すると
ともに、２年に亘るコロナ禍の影響と相まって経営環境がより一層厳しく
なっていることから、いかに企業が事業を存続させ雇用継続できる環境を
整えていくかが求められており、第一には「新型コロナウイルス感染症対
策」、そして「人手不足対策」、「生産性の向上対策」、「事業承継対策」は
北見市の将来像を展望する上において最も重要な課題であります。
　当所では、長期化するコロナ禍により疲弊している地域企業に対する継
続した経営支援を実施すると共にウイズコロナ・アフターコロナを見据え、
企業の自己変革への挑戦と新たな付加価値の創造、デジタル化の有用性や
カーボンニュートラル（温室効果ガス排出量ゼロ）、SDGs（持続可能な開
発目標）等、会員企業に有益な事業推進に向け、より一層力強く取り組む
ことが必要と考えております。
　これらのことから令和４年度では次の事業への取り組みに努めてまいり
ます。労働力の流出抑制では、地域が連携し取り組むこととし、オホーツ
ク商工会議所協議会において合同企業セミナーを実施。道内大学キャリア
サポートセンターとの連携を強化し、大学生の採用につなげて参ります。
併せてコロナ禍により地域に目を向けているUIJターン希望者と地元企業
とのマッチングを行うと共に専門性を有する外部人材の活用推進を図り、
地域の人員・人材確保に繫げて参ります。
　生産性の向上に向けた取り組みでは、経営者の「気づき」を促し、DX
導入の支援を行い経営改善に繫がるよう情報提供いたします。また、事業
承継対策では、北海道事業承継・引継ぎ支援センター等関係機関と連携し、
個別相談等を強化し円滑な事業承継支援を進めて参ります。
　さらに、事業を継続するには新型コロナウイルス感染症や、近年増加傾
向にある自然災害等不測の事態に対する備えも必要となることから、有事
における従業員の行動や業務の進め方等について定める事業継続力強化計
画およびBCPの策定に向け支援して参ります。
　中央大通り沿道地区の再開発事業では、昨年末、北見市都市計画審議会
において中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業等の都市計画決定の予
備審査が行われ、事業化に向けた手続きに入ったことから事業推進に向け
た関係機関との調整など積極的に協力して参ります。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、変化の波を新たな成長
へとつなげていく動きを後押しする使命があり、行政・各関係機関と連携
し新たな価値観と環境変化に対応すべく2050年カーボンニュートラルへの
取り組みや、SDGsの周知・PRを進め企業価値向上を図るとともに、日本
商工会議所・北海道商工会議所連合会および全国各地の商工会議所のネッ
トワークを活かし、管内６商工会議所が結ぶ地域総合包括連携の下、「未
来を拓く商工会議所」として、地域経済の持続的な発展を推進するため、
諸事業を推進して参ります。
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（１）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動
　１）新型コロナウイルス感染症に関わる要望
　　①コロナ禍が収束するまでの継続した経営支援の実施
　　②コロナ禍により影響を受けた事業者に対する需要喚
　　　起策の実施　※
　　③ワクチン接種および定期的に受診できるPCR検査等
　　　の実施体制の確保
　２）景気対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
　　①第２期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事
　　　業の実施（労働力確保と生産性の向上・事業承継対
　　　策の推進）
　　②公共工事の地元企業優先発注の確保
　３）都市整備に関わる要望
　　①北見市市街地再生計画に基づく中央大通沿道地区第
　　　一種市街地再開発事業への協力と支援
　　②立地適正化計画の早期策定
　４）地域医療の充実・強化に関わる要望
　　①休日夜間急病センターの整備促進など救急医療体制
　　　の充実確保
　５）道路整備に関わる要望
　　①北海道横断自動車道網走線（本別JCT－網走）の早期
　　　整備（「端野高野道路」の整備促進、「足寄－陸別小
　　　利別」間の整備促進）
　　②高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備（「生田原道
　　　路」の整備促進、「北見市北陽－端野」間の計画段階
　　　評価の早期着手）
　　③国道39号石北峠の交通安全対策の推進および新たな
　　　る開発の調査促進
　　④市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
　　⑤冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
　６）防災対策の強化に関わる要望
　　①災害に強い道路等基盤整備および治水事業の推進
　７）空港・鉄道および地元公共交通機関等に関わる要望
　　①女満別空港の就航体制の維持・存続（運航・就航体
　　　制の早期回復、女満別空港－函館空港間の新規路線
　　　開設、女満別空港と各観光地を結ぶ２次交通のイン
　　　フラ整備、LCCの誘致拡充）
　　②ＪＲ石北本線の維持・存続（維持および存続に向けた
　　　利用促進の啓蒙・啓発、運行体制の早期回復）
　　③北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新  
　　　たなる技術開発の推進
　　④地元公共交通機関の維持・存続に向けた利用促進の
　　　啓蒙・啓発
　８）観光振興等に関わる要望
　　①道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設
　　　「街の駅」の早期設置
　　②スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進
（２）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（３）部会、委員会による意見活動の推進
　２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進
（１）中心市街地活性化の推進
　１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継   

　　　続的推進
　　①都市開発事業者が進める中央大通沿道地区第一種市街
　　　地再開発事業への協力と事業推進に向けた連携協力
　　②空き店舗対策事業の実施（まちんなかSHOW10の運営）
　２）北見市中心市街地活性化協議会および同運営委員会
　　　の運営
　３）中心市街地の魅力向上と賑わい再生支援
　　①中心商店街とコミュニティプラザ「パラボ」との連携  
         事業に対する協力
　　②「きたみde街コン」、「きたみde婚カツ」事業等の実施
　　③「がんばろう北見」応援ホワイトイルミネーション  
　　　2022の実施
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力

３．中小・小規模企業の経営基盤および人材確保の強化
（１）新型コロナウイルス感染症に関わる経営支援の実施
　１）各種支援施策の活用支援
　２）ウイズコロナ・アフターコロナに対応した事業強化
　　　支援
　３）コロナ禍の影響調査
（２）経営発達支援計画（小規模事業者への伴走型支援）の
　　　実施
　１）窓口・巡回相談の強化
　２）地域の需要動向調査
　　①景気動向等各種調査の実施（景気動向調査、新規学卒 
         者予定初任給調査）
　　②中小企業振興委員連絡会議による情報収集
　３）経営計画に基づく経営改善支援
　　①多様なニーズに対応した各種セミナーの開催
　　②専門家による個別相談の実施
　　③事業継続力強化計画およびBCPの策定支援
　　④デジタル技術を活用した生産性向上支援
　　⑤経営分析、事業計画の作成支援（経営基盤システム
　　　〈BiZミル〉を活用した経営支援の実施、小規模事業者
　　　持続化補助金等を活用する事業者に対する事業計画
　　　作成支援）
　　⑥働き方改革関連法の適切な運用支援
　　⑦健康経営の推進（健康経営セミナーの開催および啓
　　　発普及）
　４）創業・起業支援
　　①創業・起業入門編および実務編セミナーの開催と
　　　フォローアップ強化
　　②創業者・創業希望者情報交換会の開催
　５）事業承継相談体制の強化
　　①事業承継診断シートの活用
　　②事業承継セミナー・個別相談会の開催
　　③専門家による事業承継個別相談・Ｍ＆Ａ等、北海道
　　　事業承継・引継ぎ支援センターとの連携による事業
　　　存続に向けた支援推進
　６）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
　７）販路拡大支援
　　①地域内外における展示会・商談会への出店支援（㈱
　　　まちづくり北見「コミュニティプラザパラボ」との
　　　連携による地域内販路拡大の実施、地産地消フェス
　　　タ、インフォメーションバザール、スーパーマー　

　　　ケットトレードショー等への出展支援）
　　②農林水産商工等連携および地域資源の活用による新事業展
　　　開支援 
　　③ふるさと納税につながる商品発掘・販路拡大支援
　　④ I C T（情報通信技術）・メディア等の活用による情報発信
　　　の充実（新ビジネスへの取り組み支援、クラウドファン
　　　ディング活用による資金調達支援　※）
（３）経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化　
　１）経営改善普及事業に係る経営発達支援計画の実施
　２）小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度のＰＲ
　　　および利用促進
　３）記帳指導および会計・決済業務の改善・導入支援
　　①インボイス導入等、制度変更の周知・支援　※
　４）政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円滑
　　　な斡旋
（４）人材確保・人材育成の支援
　１）大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に対
　　　する地元企業への就職支援および就業意識の醸成
　　①オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）への
　　　協力
　　②企業と学生との交流会／企業と北見工業大学就職担当教員
　　　との意見交換会の開催
　　③企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携強化
　　④地元企業就業体験・見学ツアーの実施
      ⑤オホーツク合同企業セミナー・説明会参加企業情報の「ス
　　　キャナビ北海道（全道商工会議所就職支援サイト）」および
　　　当所ホームページへの掲載
　　⑥新規学卒者就職フェア（ハローワーク）、高校生のための企
　　　業概要説明会、インターンシップ（道・ジョブカフェ）へ
　　　の協力、支援　
　　⑦高校就職支援担当教諭との意見交換の実施
　　⑧北見工業大学地元就職奨学金制度に対する賛助企業登録拡
　　　大への協力
　２）UIJターン（移住・定住）促進事業への協力
　　① UIJターン希望者に対する相談、情報の提供
　　② 移住希望者と地元企業とのマッチング支援　※
　３）外部（各分野で専門性を有する）人材と副業・兼業（都市
　　　部企業などで働く専門性を有する）人材の活用支援　※
      　（地元企業と人材のマッチング支援の実施）
　４）北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関との連携
　　　（人材確保に取り組む企業情報の発信）
　５）外国人労働者の雇用に関する勉強会・研修会の開催
　６）各種検定・試験の活用による技術・技能の向上
　　①情報処理技術者試験（高度試験）の実施および同試験の周
　　　知徹底
（５）北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活用し
　　　た経営支援
　１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進
（１）オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包括連携
　　　事業」への積極的参画
　１）オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）の開催
   ２）UIJターン（移住・定住）促進事業の開催
（２）オホーツク産学官融合センター事業および産学官連携の推進

　１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サ
　　　ポート事業の実施
　２）地域中小企業のDX導入に向けた支援の実施と事業化を目
　　　指すプロジェクトの発掘と支援
　３）北見工業大学学術推進機構の活用による共同研究、事業化
　　　等への支援
　４）北海道知的財産情報センター事業への協力
　５）北海道事業承継・引き継ぎ支援センター事業への協力
　６）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携及び支
　　　援強化
　７）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術セ
　　　ンターなど支援機関との連携
（３）域外からの進出企業との連携
　１）進出企業視察と懇談会等の開催
　２）サテライトオフィス利用企業・人材との連携推進　※
（４）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み
　１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力 
　２）北見ぼんちまつり・「がんばろう北見」応援ホワイトイルミ
　　　ネーション2022等の実施および各種イベントへの協力
（５）新たな価値観と環境変化に対応した取り組み
　１）SDGs（持続可能な開発目標）の周知・PR活動の推進
　２）カーボンニュートラル社会に対応した環境経営（脱炭素経
　　　営）の推進に向けた啓蒙・啓発　※
　３）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知

５．商工会議所の円滑な運営および基盤強化
（１）役員・議員改選の実施　※
（２）組織・財政基盤および業務改善の推進
　１）会員増強の促進
　２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
　３）自主財源の確保
　　①ミント共済、特定退職金共済制度の加入促進
　４）テレワーク・Web（ネット）会議の導入、保管レスの推進
（３）会員交流事業の実施
　１）部会内会員交流会
　２）会員親睦交流事業
（４）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
　１）商工会議所所報の充実、ホームページ・Ｅメール通信によ
　　　る組織・活動の情報発信
　２）商工会議所事業を「見える化」するSNSおよび動画の活用
（５）会員サービス事業の充実
　１）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
　２）福利厚生制度の推進
　　①経営者、従業員等の定期健康診断およびガン・生活習慣病
　　　検診の実施
　　②各種共済制度・個人保険の加入促進
　３）労働保険事務組合の運営
　４）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の
　　　実施
（６）関係商工会議所等との連携
　１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海道商工
　　　会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議会との連携
　２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（７）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支援
（８）外郭団体等の運営に対する支援　
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（１）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動
　１）新型コロナウイルス感染症に関わる要望
　　①コロナ禍が収束するまでの継続した経営支援の実施
　　②コロナ禍により影響を受けた事業者に対する需要喚
　　　起策の実施　※
　　③ワクチン接種および定期的に受診できるPCR検査等
　　　の実施体制の確保
　２）景気対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
　　①第２期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事
　　　業の実施（労働力確保と生産性の向上・事業承継対
　　　策の推進）
　　②公共工事の地元企業優先発注の確保
　３）都市整備に関わる要望
　　①北見市市街地再生計画に基づく中央大通沿道地区第
　　　一種市街地再開発事業への協力と支援
　　②立地適正化計画の早期策定
　４）地域医療の充実・強化に関わる要望
　　①休日夜間急病センターの整備促進など救急医療体制
　　　の充実確保
　５）道路整備に関わる要望
　　①北海道横断自動車道網走線（本別JCT－網走）の早期
　　　整備（「端野高野道路」の整備促進、「足寄－陸別小
　　　利別」間の整備促進）
　　②高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備（「生田原道
　　　路」の整備促進、「北見市北陽－端野」間の計画段階
　　　評価の早期着手）
　　③国道39号石北峠の交通安全対策の推進および新たな
　　　る開発の調査促進
　　④市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
　　⑤冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
　６）防災対策の強化に関わる要望
　　①災害に強い道路等基盤整備および治水事業の推進
　７）空港・鉄道および地元公共交通機関等に関わる要望
　　①女満別空港の就航体制の維持・存続（運航・就航体
　　　制の早期回復、女満別空港－函館空港間の新規路線
　　　開設、女満別空港と各観光地を結ぶ２次交通のイン
　　　フラ整備、LCCの誘致拡充）
　　②ＪＲ石北本線の維持・存続（維持および存続に向けた
　　　利用促進の啓蒙・啓発、運行体制の早期回復）
　　③北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新  
　　　たなる技術開発の推進
　　④地元公共交通機関の維持・存続に向けた利用促進の
　　　啓蒙・啓発
　８）観光振興等に関わる要望
　　①道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設
　　　「街の駅」の早期設置
　　②スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進
（２）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（３）部会、委員会による意見活動の推進
　２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進
（１）中心市街地活性化の推進
　１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継   

　　　続的推進
　　①都市開発事業者が進める中央大通沿道地区第一種市街
　　　地再開発事業への協力と事業推進に向けた連携協力
　　②空き店舗対策事業の実施（まちんなかSHOW10の運営）
　２）北見市中心市街地活性化協議会および同運営委員会
　　　の運営
　３）中心市街地の魅力向上と賑わい再生支援
　　①中心商店街とコミュニティプラザ「パラボ」との連携  
         事業に対する協力
　　②「きたみde街コン」、「きたみde婚カツ」事業等の実施
　　③「がんばろう北見」応援ホワイトイルミネーション  
　　　2022の実施
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力

３．中小・小規模企業の経営基盤および人材確保の強化
（１）新型コロナウイルス感染症に関わる経営支援の実施
　１）各種支援施策の活用支援
　２）ウイズコロナ・アフターコロナに対応した事業強化
　　　支援
　３）コロナ禍の影響調査
（２）経営発達支援計画（小規模事業者への伴走型支援）の
　　　実施
　１）窓口・巡回相談の強化
　２）地域の需要動向調査
　　①景気動向等各種調査の実施（景気動向調査、新規学卒 
         者予定初任給調査）
　　②中小企業振興委員連絡会議による情報収集
　３）経営計画に基づく経営改善支援
　　①多様なニーズに対応した各種セミナーの開催
　　②専門家による個別相談の実施
　　③事業継続力強化計画およびBCPの策定支援
　　④デジタル技術を活用した生産性向上支援
　　⑤経営分析、事業計画の作成支援（経営基盤システム
　　　〈BiZミル〉を活用した経営支援の実施、小規模事業者
　　　持続化補助金等を活用する事業者に対する事業計画
　　　作成支援）
　　⑥働き方改革関連法の適切な運用支援
　　⑦健康経営の推進（健康経営セミナーの開催および啓
　　　発普及）
　４）創業・起業支援
　　①創業・起業入門編および実務編セミナーの開催と
　　　フォローアップ強化
　　②創業者・創業希望者情報交換会の開催
　５）事業承継相談体制の強化
　　①事業承継診断シートの活用
　　②事業承継セミナー・個別相談会の開催
　　③専門家による事業承継個別相談・Ｍ＆Ａ等、北海道
　　　事業承継・引継ぎ支援センターとの連携による事業
　　　存続に向けた支援推進
　６）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
　７）販路拡大支援
　　①地域内外における展示会・商談会への出店支援（㈱
　　　まちづくり北見「コミュニティプラザパラボ」との
　　　連携による地域内販路拡大の実施、地産地消フェス
　　　タ、インフォメーションバザール、スーパーマー　

　　　ケットトレードショー等への出展支援）
　　②農林水産商工等連携および地域資源の活用による新事業展
　　　開支援 
　　③ふるさと納税につながる商品発掘・販路拡大支援
　　④ I C T（情報通信技術）・メディア等の活用による情報発信
　　　の充実（新ビジネスへの取り組み支援、クラウドファン
　　　ディング活用による資金調達支援　※）
（３）経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化　
　１）経営改善普及事業に係る経営発達支援計画の実施
　２）小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度のＰＲ
　　　および利用促進
　３）記帳指導および会計・決済業務の改善・導入支援
　　①インボイス導入等、制度変更の周知・支援　※
　４）政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円滑
　　　な斡旋
（４）人材確保・人材育成の支援
　１）大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に対
　　　する地元企業への就職支援および就業意識の醸成
　　①オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）への
　　　協力
　　②企業と学生との交流会／企業と北見工業大学就職担当教員
　　　との意見交換会の開催
　　③企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携強化
　　④地元企業就業体験・見学ツアーの実施
      ⑤オホーツク合同企業セミナー・説明会参加企業情報の「ス
　　　キャナビ北海道（全道商工会議所就職支援サイト）」および
　　　当所ホームページへの掲載
　　⑥新規学卒者就職フェア（ハローワーク）、高校生のための企
　　　業概要説明会、インターンシップ（道・ジョブカフェ）へ
　　　の協力、支援　
　　⑦高校就職支援担当教諭との意見交換の実施
　　⑧北見工業大学地元就職奨学金制度に対する賛助企業登録拡
　　　大への協力
　２）UIJターン（移住・定住）促進事業への協力
　　① UIJターン希望者に対する相談、情報の提供
　　② 移住希望者と地元企業とのマッチング支援　※
　３）外部（各分野で専門性を有する）人材と副業・兼業（都市
　　　部企業などで働く専門性を有する）人材の活用支援　※
      　（地元企業と人材のマッチング支援の実施）
　４）北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関との連携
　　　（人材確保に取り組む企業情報の発信）
　５）外国人労働者の雇用に関する勉強会・研修会の開催
　６）各種検定・試験の活用による技術・技能の向上
　　①情報処理技術者試験（高度試験）の実施および同試験の周
　　　知徹底
（５）北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活用し
　　　た経営支援
　１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進
（１）オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包括連携
　　　事業」への積極的参画
　１）オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）の開催
   ２）UIJターン（移住・定住）促進事業の開催
（２）オホーツク産学官融合センター事業および産学官連携の推進

　１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サ
　　　ポート事業の実施
　２）地域中小企業のDX導入に向けた支援の実施と事業化を目
　　　指すプロジェクトの発掘と支援
　３）北見工業大学学術推進機構の活用による共同研究、事業化
　　　等への支援
　４）北海道知的財産情報センター事業への協力
　５）北海道事業承継・引き継ぎ支援センター事業への協力
　６）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携及び支
　　　援強化
　７）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術セ
　　　ンターなど支援機関との連携
（３）域外からの進出企業との連携
　１）進出企業視察と懇談会等の開催
　２）サテライトオフィス利用企業・人材との連携推進　※
（４）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み
　１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力 
　２）北見ぼんちまつり・「がんばろう北見」応援ホワイトイルミ
　　　ネーション2022等の実施および各種イベントへの協力
（５）新たな価値観と環境変化に対応した取り組み
　１）SDGs（持続可能な開発目標）の周知・PR活動の推進
　２）カーボンニュートラル社会に対応した環境経営（脱炭素経
　　　営）の推進に向けた啓蒙・啓発　※
　３）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知

５．商工会議所の円滑な運営および基盤強化
（１）役員・議員改選の実施　※
（２）組織・財政基盤および業務改善の推進
　１）会員増強の促進
　２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
　３）自主財源の確保
　　①ミント共済、特定退職金共済制度の加入促進
　４）テレワーク・Web（ネット）会議の導入、保管レスの推進
（３）会員交流事業の実施
　１）部会内会員交流会
　２）会員親睦交流事業
（４）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
　１）商工会議所所報の充実、ホームページ・Ｅメール通信によ
　　　る組織・活動の情報発信
　２）商工会議所事業を「見える化」するSNSおよび動画の活用
（５）会員サービス事業の充実
　１）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
　２）福利厚生制度の推進
　　①経営者、従業員等の定期健康診断およびガン・生活習慣病
　　　検診の実施
　　②各種共済制度・個人保険の加入促進
　３）労働保険事務組合の運営
　４）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の
　　　実施
（６）関係商工会議所等との連携
　１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海道商工
　　　会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議会との連携
　２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（７）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支援
（８）外郭団体等の運営に対する支援　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
　

　※

新
規
項
目

１．政策提言、要望活動の積極的な展開

事
業
実
施
項
目
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新
型
コ
ロ
ナ
と
経
済
活
性
化
に
関
わ
り

市
長
に
要
望
活
動  

　６
分
野
30（
新
規
11
）項
目

　
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委

員
長
　
河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
が
４
月

25
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

今
年
は
花
火
大
会
の
み
を
実
施
す
る
方
向

で
準
備
に
入
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
は
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連

続
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
代

替
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
が
模
索
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
は
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
花

火
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
に
向
け
て
は
、

当
所
青
年
部
と
北
見
青
年
会
議
所
が
打
ち

合
わ
せ
（
検
討
）
会
議
を
重
ね
、
意
見
を

出
し
合
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息

が
見
通
せ
な
い
中
、
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
初
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
の
方
向
性

を
踏
ま
え
コ
ロ
ナ
対
策
の
上
、
期
日
は
７

月
16
日
（
延
期
も
想
定
）、
会
場
は
小
泉

河
川
敷
で
実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
花

火
大
会
と
あ
わ
せ
た
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
後
、
企
業
・
団
体
に
協
賛
金
の

依
頼
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

　（
担
当
　
安
藤 

辰
徳
）

　
当
所
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
出

品
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
」
を
５
月
17
日
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
所
管
す
る
北
見
市
地

域
振
興
課
の
職
員
に
よ
る
出
品
手
続
き
を

含
め
た
「
北
見
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
」
の
講
話
に
続
き
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。
参
加
は
無
料
。
定
員
15
組
。
今
後

も
同
納
税
返
礼
品
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。　（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　
当
所
の
舛
川
誠
会
頭
、
副
会
頭
ら
役
員

は
４
月
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に

関
わ
る
要
望
活
動
を
辻
直
孝
市
長
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
従
来
の
総
合

的
経
済
活
性
化
と
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
す
る
支
援
の
２
本
立

て
。
要
望
書
を
手
渡
し
、
そ
の
概
要
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　
要
望
は
、
当
所
の
相
談
・
支
援
業
務
を

通
じ
た
事
業
者
の
声
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
や
景
気
対
策

の
推
進
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
対
策
の
強

化
な
ど
６
分
野
30
項
目
。

　
新
た
に
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
協
力
支

援
金
に
対
応
し
た
市
独

自
の
支
援
金
の
創
設
、

地
元
企
業
利
用
限
定
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
、
北
見
で
羽
の
ば

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継

続
な
ら
び
に
体
験
・
飲

食
等
利
用
ク
ー
ポ
ン
の

発
行
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

用
の
一
部
補
助
・
法
人
市
民
税
等
の
税
額

控
除（
以
上
コ
ロ
ナ
対
策
）、
専
門
性
を
有

す
る
外
部
人
材
や
副
業
・
兼
業
人
材
の
活

用
支
援
、
地
元
企
業
と
人
材
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
実
施
、
健
康
経
営
の
推
進
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
な
が
る
商
品
発
掘
・
販
路
拡

大
支
援
の
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
辻
市
長
は
、
北
見
市
独
自
の
支
援
金
の

創
設
に
つ
い
て
、「
国
、
道
、
他
市
町
村
の

支
援
策
の
内
容
を
注
視
し
つ
つ
関
係
機
関

と
の
情
報
交
換
を
通
じ
引
き
続
き
効
果
的

な
事
業
者
の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
」、

同
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
、

「
地
元
企
業
に
お
け
る
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
回
答
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
商

品
開
発
に
つ
い
て
、
舛
川
会
頭
の
「
市
と

連
携
し
進
め
た
い
。
支
援
も
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
望
に
、
辻
市
長
は
「
商
工
会

議
所
の
企
画
・
立
案
に
市
が
協
力
す
る
ス

タ
イ
ル
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
あ
っ
て
い

い
。
情
報
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

け
れ
ば
。
知
恵
を
か
し
て
ほ
し
い
」。

　
ま
た
、
中
央
大
通
沿
道
地
区
の
再
開
発

事
業
に
、
辻
市
長
は
「
今
後
も
事
業
の
進

捗
に
応
じ
て
必
要
な
国
交
付
金
を
確
保
す

る
な
ど
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
向
け
全
力

で
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
回
答
し

ま
し
た
。　
　
　
　（
担
当
　
服
部 

浩
司
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
出
品
セ
ミ
ナ
ー

　
５
月
17
日
　

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

収入の部

支出の部

39,737
2,835
2,740

4,225
8,360

1,930

6,214
66,041

17,755
14,706
4,328
1,920
6,457
1,714
700

4,226
500

9,698

638
3,399
66,041

一般会計 中小・小規模支援事業会計 経済センター会計 特退共会計 まちなか賑わい創出事業会計 オホーツク産学官融合センター会計 合　　計

一般会計

29,726

1

29,727

5,711
12,771
2,265
498

1,558

1,910
200

4,754

60

29,727

委託事業会計

委託事業会計 中小・小規模支援事業会計 経済センター会計 特退共会計 まちなか賑わい創出事業会計 オホーツク産学官融合センター会計 合　　計

44,387

4,913

710

50,010

4,590
36,510
5,583
428

1,156

1,500

243

50,010

3,735
11,471
266

15,472

7,195

1,298

1,010
5,859

110

15,472

3,915

178,052
1

181,968

84,265

90

92,000

1,957
3,606

50

181,968

1,500
1,500

900

250

4,150

1,250

650

2,000
250

4,150

5,800

150

100

6,050

1,030
3,700
590
40
570
110

10

6,050

39,737
2,835
37,881
51,687
4,225
18,058
11,471
2,907

178,402
6,215

353,418

114,601
67,687
12,766
2,886
17,676
1,824
700

7,434
2,200
92,000
1,010
7,816
18,058
2,000
1,361
3,399

353,418

会 計 名
会 費
特 商 負 担 金 
事 業 収 入
補助金・委託金
委 託 費 
繰 入 金
使 用 料 収 入 
雑 収 入
共済掛金・その他 
繰 越 金
　合　　計　

会 計 名
事 業 費
給 与 費
福 利 厚 生 費
旅 費 交 通 費
事務・管理費
会 議 費
渉 外 費
公 課 分 担 金 
積 立 金
共 済 積 立 金
営 繕 費 
業 務 委 託 費
繰 出 金
雑 役 雑 費 
雑 費 
予 備 費
　合　　計　

　オホーツク管内商工会議
所会頭会議が４月22日、ホ
テル黒部で開かれ、東北海
道商工会議所連絡協議会へ
の提出議案の確認を行った
ほか、地域経済の現況等に
ついて、情報交換を行いま
した。
　管内からの提出議案は、
中小企業の振興、運輸観光、
地域振興の４分野に新型コ
ロナ感染症対策などの特別
提案を含め33件、いずれも
継続事業。
　情報交換では、各地会議
所からコロナ禍の地域の経
済情勢や令和４年度の新規
事業などが説明・報告され
ました。
　このあと、北見赤十字病
院の荒川穰二院長による講
話「コロナにおける地域医
療の取り組み」、網走開発
建設部、オホーツク総合振
興局、日本金融公庫北見支
店からの令和４年度事業計
画などの説明に耳を傾けま
した。（担当　服部　浩司）

管内商工会議所会頭会議
連絡協への提出議案確認

市長（左）を訪ねた当所正副会頭ら（上）、
要望書を市長に手渡す舛川会頭（右）

花
火
大
会
の
み
２
年
ぶ
り
実
施
へ  

今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り

令
和
４
年
度 

主
要
収
支
予
算
総
括
表
（
単
位
千
円
）

令
和
４
年
度 

主
要
収
支
予
算
総
括
表
（
単
位
千
円
）
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新
型
コ
ロ
ナ
と
経
済
活
性
化
に
関
わ
り

市
長
に
要
望
活
動  

　６
分
野
30（
新
規
11
）項
目

　
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委

員
長
　
河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
が
４
月

25
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

今
年
は
花
火
大
会
の
み
を
実
施
す
る
方
向

で
準
備
に
入
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
は
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連

続
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
代

替
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
が
模
索
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
は
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
花

火
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
に
向
け
て
は
、

当
所
青
年
部
と
北
見
青
年
会
議
所
が
打
ち

合
わ
せ
（
検
討
）
会
議
を
重
ね
、
意
見
を

出
し
合
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息

が
見
通
せ
な
い
中
、
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
初
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
の
方
向
性

を
踏
ま
え
コ
ロ
ナ
対
策
の
上
、
期
日
は
７

月
16
日
（
延
期
も
想
定
）、
会
場
は
小
泉

河
川
敷
で
実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
花

火
大
会
と
あ
わ
せ
た
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
後
、
企
業
・
団
体
に
協
賛
金
の

依
頼
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

　（
担
当
　
安
藤 

辰
徳
）

　
当
所
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
出

品
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
」
を
５
月
17
日
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
所
管
す
る
北
見
市
地

域
振
興
課
の
職
員
に
よ
る
出
品
手
続
き
を

含
め
た
「
北
見
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
」
の
講
話
に
続
き
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。
参
加
は
無
料
。
定
員
15
組
。
今
後

も
同
納
税
返
礼
品
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。　（
担
当
　
武
田
　

卓
）

　
当
所
の
舛
川
誠
会
頭
、
副
会
頭
ら
役
員

は
４
月
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に

関
わ
る
要
望
活
動
を
辻
直
孝
市
長
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
従
来
の
総
合

的
経
済
活
性
化
と
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
す
る
支
援
の
２
本
立

て
。
要
望
書
を
手
渡
し
、
そ
の
概
要
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　
要
望
は
、
当
所
の
相
談
・
支
援
業
務
を

通
じ
た
事
業
者
の
声
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
や
景
気
対
策

の
推
進
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
対
策
の
強

化
な
ど
６
分
野
30
項
目
。

　
新
た
に
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
協
力
支

援
金
に
対
応
し
た
市
独

自
の
支
援
金
の
創
設
、

地
元
企
業
利
用
限
定
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
、
北
見
で
羽
の
ば

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継

続
な
ら
び
に
体
験
・
飲

食
等
利
用
ク
ー
ポ
ン
の

発
行
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

用
の
一
部
補
助
・
法
人
市
民
税
等
の
税
額

控
除（
以
上
コ
ロ
ナ
対
策
）、
専
門
性
を
有

す
る
外
部
人
材
や
副
業
・
兼
業
人
材
の
活

用
支
援
、
地
元
企
業
と
人
材
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
実
施
、
健
康
経
営
の
推
進
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
な
が
る
商
品
発
掘
・
販
路
拡

大
支
援
の
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
辻
市
長
は
、
北
見
市
独
自
の
支
援
金
の

創
設
に
つ
い
て
、「
国
、
道
、
他
市
町
村
の

支
援
策
の
内
容
を
注
視
し
つ
つ
関
係
機
関

と
の
情
報
交
換
を
通
じ
引
き
続
き
効
果
的

な
事
業
者
の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
」、

同
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
、

「
地
元
企
業
に
お
け
る
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
回
答
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
商

品
開
発
に
つ
い
て
、
舛
川
会
頭
の
「
市
と

連
携
し
進
め
た
い
。
支
援
も
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
望
に
、
辻
市
長
は
「
商
工
会

議
所
の
企
画
・
立
案
に
市
が
協
力
す
る
ス

タ
イ
ル
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
あ
っ
て
い

い
。
情
報
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

け
れ
ば
。
知
恵
を
か
し
て
ほ
し
い
」。

　
ま
た
、
中
央
大
通
沿
道
地
区
の
再
開
発

事
業
に
、
辻
市
長
は
「
今
後
も
事
業
の
進

捗
に
応
じ
て
必
要
な
国
交
付
金
を
確
保
す

る
な
ど
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
向
け
全
力

で
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
回
答
し

ま
し
た
。　
　
　
　（
担
当
　
服
部 

浩
司
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
出
品
セ
ミ
ナ
ー

　
５
月
17
日
　

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

収入の部

支出の部

39,737
2,835
2,740

4,225
8,360

1,930

6,214
66,041

17,755
14,706
4,328
1,920
6,457
1,714
700

4,226
500

9,698

638
3,399
66,041

一般会計 中小・小規模支援事業会計 経済センター会計 特退共会計 まちなか賑わい創出事業会計 オホーツク産学官融合センター会計 合　　計

一般会計

29,726

1

29,727

5,711
12,771
2,265
498

1,558

1,910
200

4,754

60

29,727

委託事業会計

委託事業会計 中小・小規模支援事業会計 経済センター会計 特退共会計 まちなか賑わい創出事業会計 オホーツク産学官融合センター会計 合　　計

44,387

4,913

710

50,010

4,590
36,510
5,583
428

1,156

1,500

243

50,010

3,735
11,471
266

15,472

7,195

1,298

1,010
5,859

110

15,472

3,915

178,052
1

181,968

84,265

90

92,000

1,957
3,606

50

181,968

1,500
1,500

900

250

4,150

1,250

650

2,000
250

4,150

5,800

150

100

6,050

1,030
3,700
590
40
570
110

10

6,050

39,737
2,835
37,881
51,687
4,225
18,058
11,471
2,907

178,402
6,215

353,418

114,601
67,687
12,766
2,886
17,676
1,824
700

7,434
2,200
92,000
1,010
7,816
18,058
2,000
1,361
3,399

353,418

会 計 名
会 費
特 商 負 担 金 
事 業 収 入
補助金・委託金
委 託 費 
繰 入 金
使 用 料 収 入 
雑 収 入
共済掛金・その他 
繰 越 金
　合　　計　

会 計 名
事 業 費
給 与 費
福 利 厚 生 費
旅 費 交 通 費
事務・管理費
会 議 費
渉 外 費
公 課 分 担 金 
積 立 金
共 済 積 立 金
営 繕 費 
業 務 委 託 費
繰 出 金
雑 役 雑 費 
雑 費 
予 備 費
　合　　計　

　オホーツク管内商工会議
所会頭会議が４月22日、ホ
テル黒部で開かれ、東北海
道商工会議所連絡協議会へ
の提出議案の確認を行った
ほか、地域経済の現況等に
ついて、情報交換を行いま
した。
　管内からの提出議案は、
中小企業の振興、運輸観光、
地域振興の４分野に新型コ
ロナ感染症対策などの特別
提案を含め33件、いずれも
継続事業。
　情報交換では、各地会議
所からコロナ禍の地域の経
済情勢や令和４年度の新規
事業などが説明・報告され
ました。
　このあと、北見赤十字病
院の荒川穰二院長による講
話「コロナにおける地域医
療の取り組み」、網走開発
建設部、オホーツク総合振
興局、日本金融公庫北見支
店からの令和４年度事業計
画などの説明に耳を傾けま
した。（担当　服部　浩司）

管内商工会議所会頭会議
連絡協への提出議案確認

市長（左）を訪ねた当所正副会頭ら（上）、
要望書を市長に手渡す舛川会頭（右）

花
火
大
会
の
み
２
年
ぶ
り
実
施
へ  

今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り

令
和
４
年
度 

主
要
収
支
予
算
総
括
表
（
単
位
千
円
）

令
和
４
年
度 

主
要
収
支
予
算
総
括
表
（
単
位
千
円
）
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日
本
健
康
会
議
か
ら
「
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
２
２
」（
中

小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
さ

れ
た
当
所
会
員
事
業
所
の
合
同

発
表
会
が
４
月
７
日
、
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
健
康
経
営
」
と
は
、
従
業

員
の
健
康
管
理
・
増
進
を
経
営

的
な
視
点
か
ら
戦
略
的
に
実
践

す
る
新
た
な
経
営
手
法
。
健
康

経
営
優
良
法
人
は
、
経
済
産
業

省
が
健
康
経
営
に
係
る
顕
彰
制

度
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
創

設
し
た
制
度
で
す
。

　
北
見
市
内
の
同
優
良
法
人
２

０
２
２
は
14
社
、
う
ち
10
社
が
当
所
会
員

事
業
所
。
当
所
主
催
の
同
日
の
発
表
会
に

は
５
社
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
発
表
会
の
冒
頭
、
舛
川
誠
会
頭
は
、

「
健
康
経
営
の
す
そ
野
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
発
表
会
に
よ
る
健
康
経
営
の

イ
メ
ー
ジ
、
実
践
を
地
域
に
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
認
定
さ
れ
た
事
業
所
の
担
当

者
が
健
康
経
営
に
係
る
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
各
社
の
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
精
密

（
再
）検
査
の
促
進
が
、
病
気
の
早
期
発
見

や
円
滑
な
職
場
復
帰
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

な
ど
、
成
果
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
血
圧
計
コ
ー
ナ
ー
、

健
康
講
話
の
導
入
な
ど
、
職
員
の
健
康
づ

く
り
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
る
当
所
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
唯
一
）
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
所
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
事
業
計

画
に
健
康
経
営
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
今

後
も
会
員
事
業
所
へ
の
普
及
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
健
康
経
営
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

当
所
総
務
部
（
担
当
　
健
康
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
中
島 

沙
織
）
へ
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
学
官
融
合
セ
ン
タ
ー
、

北
見
市
、当
所
中
小
企
業
相
談
所
の
主
催
・

共
催
に
よ
る
「
創
業
者
交
流
会
」（
３
／

13
）
で
は
、
創
業
者
同
士
が
交
流
し
刺
激

を
受
け
合
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
ま
ず
中
小
企
業
診
断
士

の
藤
田
貴
史
さ
ん
が
支
援
機
関
と
上
手
に

付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
話
。

こ
の
あ
と
、創
業
者
５
人（
酪
農
コ
ン
サ
ル
、

縫
製
、
飲
食
店
、
整
体
）
が
業
務
内
容
や

創
業
後
の
経
営
、
各
種
制
度
な
ど
を
支
援

機
関
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
こ
れ

を
受
け
て
、
参
加
者
が
対
面
で
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
創
業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
や
宣
伝
方
法
、
地
元
で
の
受
注
増
な

ど
悩
み
を
打
ち
明
け
る
と
と
も
に
、「
北
見

に
必
要
と
さ
れ
る
店
に
し
て
い
き
た
い
」

「
今
は
利
益
よ
り
お
客
さ
ま
へ
の
還
元
型
の

店
づ
く
り
」
な
ど
と
目
標
や
意
欲
を
披
露
。

　
最
後
に
講
師
の
藤
田
さ
ん
が
「
出
会
い

は
大
事
。
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
交
流
が
仕

事
に
役
立
つ
こ
と
も
。
困
っ
た
ら
支
援
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
助
言
し
締

め
く
く
り
ま
し
た
。（
担
当
　
武
田
　
卓
）

　　
当
所
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
主
催
の

「
新
入
社
員
研
修
講
座
」（
３
／
18
）
で
は
、

受
講
者
36
人
（
21
社
）
が
㈱
日
本
ビ
ジ
ネ

ス
社
の
佐
々
木
隆
浩
社
長
か
ら
約
７
時
間

半
か
け
て
社
会
人
の
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
基
本
に
つ
い
て
実
践
例
を
交
え

て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
受
講
者
は
自
分
の
性
格
に

向
き
合
い
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
性

格
は
仕
事
の
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も

な
る
。
自
分
の
性
格
を
知
っ
た
上
で
社
会

人
と
し
て
行
動
を
。
行
動
は
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
助
言
。

　
ま
た
、
言
葉
を
上
手
に
使
う
た
め
、
尊

敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
の
基
本
を
練
習
。

１
人
１
人
が
佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
例
題
に

答
え
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
　   

　
　
　
　
　
　
　（
担
当
　
山
口
　
花
帆
）

　
経
済
産
業
省
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
（
低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス

枠
）
の
第
４
・
５
回
受
付
締
切
分
の
当
所

関
係
分
の
採
択
事
例
は
以
下
の
と
お
り
。

〈
第
４
回
〉

　
・
美
し
い
本
格
日
本
料
理
を
食
卓
へ
！

「
器
付
き
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
事
業

〈
第
５
回
〉

　
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
自
動
車
整
備

〜
対
人
非
接
触
型
の
車
検
整
備
内
製
化

　
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン×

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

Ｐ
Ｃ
を
全
国
へ
！
Ｅ
Ｃ
販
売
事
業

（
担
当
　
古
川
　
佳
佑
）

支
援
機
関
交
え
、

　
創
業
者
同
士
が
交
流
深
め
る

当
所
は
２
年
連
続「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」

21
社
36
人
が

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
等  

持
続
化
補
助
金
（
低
感
染
リ
ス
ク
型
）

 

抄 

録 

第
４・５
回
採
択
事
例（
当
所
関
係
分
）

創業者交流会

新入社員研修講座

合同発表会に参加した会員事業所５社と、
　　　　健康経営を推進する当所舛川会頭、渡邊専務理事

「健康経営優良法人2022」
会員事業所10社が認定される

事 業 所 名 2020 2021

健康経営優良法人2022認定事業所

１

２

３

４

５

６

７

８ 

９

10

11

○

○

○

○

○

○

○

○

ブﾗｲﾄ

北見信用金庫

北見通運㈱

三和工業㈱

㈱きたみ観光バス

㈱サン園芸

㈱ベストミント

㈱セクト

㈱日専連ニックコーポレーション
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日
本
健
康
会
議
か
ら
「
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
２
２
」（
中

小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
さ

れ
た
当
所
会
員
事
業
所
の
合
同

発
表
会
が
４
月
７
日
、
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
健
康
経
営
」
と
は
、
従
業

員
の
健
康
管
理
・
増
進
を
経
営

的
な
視
点
か
ら
戦
略
的
に
実
践

す
る
新
た
な
経
営
手
法
。
健
康

経
営
優
良
法
人
は
、
経
済
産
業

省
が
健
康
経
営
に
係
る
顕
彰
制

度
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
創

設
し
た
制
度
で
す
。

　
北
見
市
内
の
同
優
良
法
人
２

０
２
２
は
14
社
、
う
ち
10
社
が
当
所
会
員

事
業
所
。
当
所
主
催
の
同
日
の
発
表
会
に

は
５
社
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
発
表
会
の
冒
頭
、
舛
川
誠
会
頭
は
、

「
健
康
経
営
の
す
そ
野
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
発
表
会
に
よ
る
健
康
経
営
の

イ
メ
ー
ジ
、
実
践
を
地
域
に
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
認
定
さ
れ
た
事
業
所
の
担
当

者
が
健
康
経
営
に
係
る
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
各
社
の
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
精
密

（
再
）検
査
の
促
進
が
、
病
気
の
早
期
発
見

や
円
滑
な
職
場
復
帰
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

な
ど
、
成
果
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
血
圧
計
コ
ー
ナ
ー
、

健
康
講
話
の
導
入
な
ど
、
職
員
の
健
康
づ

く
り
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
る
当
所
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
唯
一
）
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
所
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
事
業
計

画
に
健
康
経
営
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
今

後
も
会
員
事
業
所
へ
の
普
及
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
健
康
経
営
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

当
所
総
務
部
（
担
当
　
健
康
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
中
島 

沙
織
）
へ
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
学
官
融
合
セ
ン
タ
ー
、

北
見
市
、当
所
中
小
企
業
相
談
所
の
主
催
・

共
催
に
よ
る
「
創
業
者
交
流
会
」（
３
／

13
）
で
は
、
創
業
者
同
士
が
交
流
し
刺
激

を
受
け
合
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
ま
ず
中
小
企
業
診
断
士

の
藤
田
貴
史
さ
ん
が
支
援
機
関
と
上
手
に

付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
話
。

こ
の
あ
と
、創
業
者
５
人（
酪
農
コ
ン
サ
ル
、

縫
製
、
飲
食
店
、
整
体
）
が
業
務
内
容
や

創
業
後
の
経
営
、
各
種
制
度
な
ど
を
支
援

機
関
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
こ
れ

を
受
け
て
、
参
加
者
が
対
面
で
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
創
業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
や
宣
伝
方
法
、
地
元
で
の
受
注
増
な

ど
悩
み
を
打
ち
明
け
る
と
と
も
に
、「
北
見

に
必
要
と
さ
れ
る
店
に
し
て
い
き
た
い
」

「
今
は
利
益
よ
り
お
客
さ
ま
へ
の
還
元
型
の

店
づ
く
り
」
な
ど
と
目
標
や
意
欲
を
披
露
。

　
最
後
に
講
師
の
藤
田
さ
ん
が
「
出
会
い

は
大
事
。
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
交
流
が
仕

事
に
役
立
つ
こ
と
も
。
困
っ
た
ら
支
援
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
助
言
し
締

め
く
く
り
ま
し
た
。（
担
当
　
武
田
　
卓
）

　　
当
所
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
主
催
の

「
新
入
社
員
研
修
講
座
」（
３
／
18
）
で
は
、

受
講
者
36
人
（
21
社
）
が
㈱
日
本
ビ
ジ
ネ

ス
社
の
佐
々
木
隆
浩
社
長
か
ら
約
７
時
間

半
か
け
て
社
会
人
の
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
基
本
に
つ
い
て
実
践
例
を
交
え

て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
受
講
者
は
自
分
の
性
格
に

向
き
合
い
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
性

格
は
仕
事
の
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も

な
る
。
自
分
の
性
格
を
知
っ
た
上
で
社
会

人
と
し
て
行
動
を
。
行
動
は
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
助
言
。

　
ま
た
、
言
葉
を
上
手
に
使
う
た
め
、
尊

敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
の
基
本
を
練
習
。

１
人
１
人
が
佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
例
題
に

答
え
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
　   

　
　
　
　
　
　
　（
担
当
　
山
口
　
花
帆
）

　
経
済
産
業
省
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
（
低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス

枠
）
の
第
４
・
５
回
受
付
締
切
分
の
当
所

関
係
分
の
採
択
事
例
は
以
下
の
と
お
り
。

〈
第
４
回
〉

　
・
美
し
い
本
格
日
本
料
理
を
食
卓
へ
！

「
器
付
き
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
事
業

〈
第
５
回
〉

　
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
自
動
車
整
備

〜
対
人
非
接
触
型
の
車
検
整
備
内
製
化

　
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン×

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

Ｐ
Ｃ
を
全
国
へ
！
Ｅ
Ｃ
販
売
事
業

（
担
当
　
古
川
　
佳
佑
）

支
援
機
関
交
え
、

　
創
業
者
同
士
が
交
流
深
め
る

当
所
は
２
年
連
続「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」

21
社
36
人
が

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
等  

持
続
化
補
助
金
（
低
感
染
リ
ス
ク
型
）

 

抄 

録 

第
４・５
回
採
択
事
例（
当
所
関
係
分
）

創業者交流会

新入社員研修講座

合同発表会に参加した会員事業所５社と、
　　　　健康経営を推進する当所舛川会頭、渡邊専務理事

「健康経営優良法人2022」
会員事業所10社が認定される

事 業 所 名 2020 2021

健康経営優良法人2022認定事業所

１

２

３

４

５

６

７

８ 

９

10

11

○

○

○

○

○

○

○

○

ブﾗｲﾄ

北見信用金庫

北見通運㈱

三和工業㈱

㈱きたみ観光バス

㈱サン園芸

㈱ベストミント

㈱セクト

㈱日専連ニックコーポレーション

㈱日本構造会

㈱舟山組

北見商工会議所
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青
年
部
の
４
月
例
会
が
12

日
、「
新
た
な
目
標
へ
の
礎

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
56

人
の
出
席
よ
り
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
中
井
真
太
郎

会
長
に
よ
る
所
信
、
各
委
員

長
に
よ
る
抱
負
を
聞
き
、
意

気
込
み
を
確
認
。
会
員
１
０

３
人
の
青
年
部
は
、
新
会
長

の
も
と
気
持
ち
を
新
た
に
２

年
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
会
場
を
ボ
ウ

ル
北
見
に
移
し
、
委
員
会
対

抗
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　
例
会
の
冒
頭
、
コ
ロ
ナ
禍
の
青
年
部
活

動
を
け
ん
引
し
た
直
前
会
長
の
小
村
忠
義

さ
ん
に
記
念
品
を
手
渡
し
、
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。　
　
　 

（
担
当
　
武
田
　
卓
）

　
女
性
会
の
令
和
４
年
度
定

時
会
員
総
会
が
４
月
19
日
、

23
人
の
出
席
に
よ
り
ホ
テ
ル

黒
部
で
開
か
れ
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
に
は
、
例
会
・

部
会
（
研
修
、
親
睦
、
総
務

広
報
）、
会
報
誌
の
発
行
な

ど
の
活
動
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　「
環
境
フ
ェ
ア
　
く
る
る

ん
・
き
た
み
」
の
恒
例
事
業

（
め
ん
類
等
販
売
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
）
へ
の
参
加
は

見
送
り
、
小
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
前
年
に
続
き
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
予
定
の
全
道
商
工
会
議
所

女
性
会
研
修
会
（
帯
広
市
）
は
日
程
が
調

整
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　（
担
当
　
池
亀
　
由
基
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
２
カ
年

の
特
定
商
業
者
と
し
て
の
登
録
負
担
金
の

徴
収
に
当
た
り
、
引
き
続
き
同
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
当
所
は
知
事
の
認
可
を
受
け
法
定
台
帳

の
作
成
、
登
録
負
担
金
（
管
理
お
よ
び
運

用
経
費
）
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
負
担
金
は
、
資
本
金
、
払
込
済
み
出
資

金
３
０
０
万
円
以
上
ま
た
は
常
時
使
用
す

る
従
業
員
数
が
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）
以
上
の
法
人 

・
個
人
に
対
し

年
額
１
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

所
会
員
の
場
合
は
会
費
に
同
負
担
金
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
登
録
に
は
同
意
が
必
要
で
す
。
６
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
ご
回
答
が
な
い
場
合
は
、

同
意
を
得
た
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
異
議
が
あ

り
ま
し
た
ら
同
日
ま
で
に
文
書
で
当
所
宛

て
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

　
不
明
な
点
は
、
当
所
総
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
℡
23
ー

４
１
１
１
）。

　
当
所
は
第
72
回
会
員
事
業
所
永
年
勤
続

従
業
員
表
彰
式
を
６
月
22
日
午
後
６
時
か

ら
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
担
当
　
総
務
部
）

　
当
所
と
（
独
法
）
工
業
所
有
権
情
報
・

研
修
館
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
）
北
海
道
知
財
総

合
支
援
窓
口
共
催
の
「
知
財
に
関
す
る
無

料
相
談
会
」
が
３
月
24
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
次
回
は
５
月
26
日
（
要
予
約
）。
会

場
は
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
℡
23
ー

４
１
１
１
）。  

　
　
　 

　
　     

（
担
当
　
古
川
　
佳
佑
）

　
当
所
は
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当
所

Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
）
と
企
業
経
営
の
関
連
制

度
や
コ
ロ
ナ
支
援
金
情
報
な
ど
各
種
情
報

の
メ
ー
ル
配
信
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。   

　
　 

（
担
当
　
山
口
　
花
帆
）

■隆道舘（伊藤隆史さん、高栄西町
９丁目17－６、整体師）

■㈲フローレス（木内寿樹さん、美
芳町７丁目３－１、不動産貸借業
〈飲食店ビル〉）
■カラオケスポットたいむ（池戸知子
さん、広明町210－20、カラオケ
喫茶）

■㈱エイトライン（戸田竜一さん、
西三輪５丁目１－10、中古車販
売・整備・板金）

■寿司と一品料理の店たつ乃（熊谷
亮さん、北５条西２丁目東宝ビル
１階、寿司・飲食）

■㈱木曽工業（木曽史也さん、小泉
462－１、解体工事・土木工事）

■ロングサイド（武田真則さん、北
５条西４丁目２－１KSビル２階、
飲食店）

■Half Time（滝口哲也さん、北５
条西３丁目長岡店舗２階、飲食
店・バー）

■㈱なかむらハウジング（中村栄介
さん、東陵町135－16、個人住宅
建築）

■Bar Quaalude（渡部史織さん、
山下町１丁目アクシスビル６階、
飲食店・バー）

■CACTUS（井上まゆみさん、中
央三輪８丁目10－６、飲食店（タ
コス）・革製品）

■合同会社ちゅうぼうや（中野貴之
さん、公園町171－９、厨房機器
の販売・修理）

■ベルエキップ（浅野幸さん、北進
町１丁目14－７Gold Ship Ｅ号室、
ネイル）

■八千代工業（工藤文雄さん、光西
町169－53、外壁サイディング）

■菫（葛西鮎美さん、北５条西３丁
目９－５楽園ビル２階、スナッ
ク）

■合同会社ひとやすみ（谷井貞夫さ
ん、北４条西３丁目３、健康関連
事業〈高齢者向け健康体操の実施
等〉・カフェ）

■㈱地域価値協創システム 北見オフィス
　（谷井貞夫さん、寿町１丁目６－20
オレンジスタジオ内、コンサルタ
ント〈人材育成、地域価値協
創〉）

■すなっく鼓（齊藤弘子さん、北５
条西２丁目11－４、スナック）

■土木倶楽部（狛紘彰さん、泉町２
丁目７－20、土木工事）

■㈲坂口鋼業（坂口美幸さん、美山
町東４丁目82－25、鉄筋工事）

■札幌テレビ放送㈱旭川放送局
　（萩原隆雄さん、旭川市東旭川北２
条６丁目1－２、民間放送）

■カットインみつ　ベルエキップ
　（浅野克広さん、北１条西５丁目１
－２、理容）

新体制による青年部の４月例会

女性会の定時会員総会

　当所が運営するオホーツク産
学官融合センター（北見経済セ

ンター２階）では、
当地域で「創業や
事業承継をお考え
の方」、経営課題
解決の糸口をお探
しの方を対象に、
専門コーディネー
ターがワンストッ
プサービスでサ
ポートしています
（無料）。
　同融合センター
には、事業提携先
の中小企業基盤整
備機構本部北見オ
フィスと北海道知
的財産情報セン
ター北見サテライ
トも同居していま
す。
　同北見オフィス

をはじめ、大学、金融機関、税務・
法務機関と連携して相談案件に
応じた専門家の紹介も行ってい
ます。
　お問い合わせは同センター（℡
57－5677）へ。（担当　竹中　秀之）

オ
ホ
ー
ツ
ク
産
学
官
融
合
セ
ン
タ
ー

経
営
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
支
援

新入会員紹介
（入会日　令４・２/20～４/19）

ご入会ありがとうございます
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〉
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無
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約
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新会長が所信表明、新しい体制始動
〈青年部　４月例会〉

令和４年度事業計画案など承認
〈女性会　定時会員総会〉
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青
年
部
の
４
月
例
会
が
12

日
、「
新
た
な
目
標
へ
の
礎

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
56

人
の
出
席
よ
り
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
中
井
真
太
郎

会
長
に
よ
る
所
信
、
各
委
員

長
に
よ
る
抱
負
を
聞
き
、
意

気
込
み
を
確
認
。
会
員
１
０

３
人
の
青
年
部
は
、
新
会
長

の
も
と
気
持
ち
を
新
た
に
２

年
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
会
場
を
ボ
ウ

ル
北
見
に
移
し
、
委
員
会
対

抗
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　
例
会
の
冒
頭
、
コ
ロ
ナ
禍
の
青
年
部
活

動
を
け
ん
引
し
た
直
前
会
長
の
小
村
忠
義

さ
ん
に
記
念
品
を
手
渡
し
、
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。　
　
　 

（
担
当
　
武
田
　
卓
）

　
女
性
会
の
令
和
４
年
度
定

時
会
員
総
会
が
４
月
19
日
、

23
人
の
出
席
に
よ
り
ホ
テ
ル

黒
部
で
開
か
れ
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
に
は
、
例
会
・

部
会
（
研
修
、
親
睦
、
総
務

広
報
）、
会
報
誌
の
発
行
な

ど
の
活
動
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　「
環
境
フ
ェ
ア
　
く
る
る

ん
・
き
た
み
」
の
恒
例
事
業

（
め
ん
類
等
販
売
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
）
へ
の
参
加
は

見
送
り
、
小
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
前
年
に
続
き
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
予
定
の
全
道
商
工
会
議
所

女
性
会
研
修
会
（
帯
広
市
）
は
日
程
が
調

整
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　（
担
当
　
池
亀
　
由
基
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
２
カ
年

の
特
定
商
業
者
と
し
て
の
登
録
負
担
金
の

徴
収
に
当
た
り
、
引
き
続
き
同
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
当
所
は
知
事
の
認
可
を
受
け
法
定
台
帳

の
作
成
、
登
録
負
担
金
（
管
理
お
よ
び
運

用
経
費
）
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
負
担
金
は
、
資
本
金
、
払
込
済
み
出
資

金
３
０
０
万
円
以
上
ま
た
は
常
時
使
用
す

る
従
業
員
数
が
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）
以
上
の
法
人 

・
個
人
に
対
し

年
額
１
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

所
会
員
の
場
合
は
会
費
に
同
負
担
金
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
登
録
に
は
同
意
が
必
要
で
す
。
６
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
ご
回
答
が
な
い
場
合
は
、

同
意
を
得
た
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
異
議
が
あ

り
ま
し
た
ら
同
日
ま
で
に
文
書
で
当
所
宛

て
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

　
不
明
な
点
は
、
当
所
総
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
℡
23
ー

４
１
１
１
）。

　
当
所
は
第
72
回
会
員
事
業
所
永
年
勤
続

従
業
員
表
彰
式
を
６
月
22
日
午
後
６
時
か

ら
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
担
当
　
総
務
部
）

　
当
所
と
（
独
法
）
工
業
所
有
権
情
報
・

研
修
館
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
）
北
海
道
知
財
総

合
支
援
窓
口
共
催
の
「
知
財
に
関
す
る
無

料
相
談
会
」
が
３
月
24
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
次
回
は
５
月
26
日
（
要
予
約
）。
会

場
は
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
℡
23
ー

４
１
１
１
）。  

　
　
　 

　
　     

（
担
当
　
古
川
　
佳
佑
）

　
当
所
は
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当
所

Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
）
と
企
業
経
営
の
関
連
制

度
や
コ
ロ
ナ
支
援
金
情
報
な
ど
各
種
情
報

の
メ
ー
ル
配
信
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。   

　
　 

（
担
当
　
山
口
　
花
帆
）

■隆道舘（伊藤隆史さん、高栄西町
９丁目17－６、整体師）

■㈲フローレス（木内寿樹さん、美
芳町７丁目３－１、不動産貸借業
〈飲食店ビル〉）
■カラオケスポットたいむ（池戸知子
さん、広明町210－20、カラオケ
喫茶）

■㈱エイトライン（戸田竜一さん、
西三輪５丁目１－10、中古車販
売・整備・板金）

■寿司と一品料理の店たつ乃（熊谷
亮さん、北５条西２丁目東宝ビル
１階、寿司・飲食）

■㈱木曽工業（木曽史也さん、小泉
462－１、解体工事・土木工事）

■ロングサイド（武田真則さん、北
５条西４丁目２－１KSビル２階、
飲食店）

■Half Time（滝口哲也さん、北５
条西３丁目長岡店舗２階、飲食
店・バー）

■㈱なかむらハウジング（中村栄介
さん、東陵町135－16、個人住宅
建築）

■Bar Quaalude（渡部史織さん、
山下町１丁目アクシスビル６階、
飲食店・バー）

■CACTUS（井上まゆみさん、中
央三輪８丁目10－６、飲食店（タ
コス）・革製品）

■合同会社ちゅうぼうや（中野貴之
さん、公園町171－９、厨房機器
の販売・修理）

■ベルエキップ（浅野幸さん、北進
町１丁目14－７Gold Ship Ｅ号室、
ネイル）

■八千代工業（工藤文雄さん、光西
町169－53、外壁サイディング）

■菫（葛西鮎美さん、北５条西３丁
目９－５楽園ビル２階、スナッ
ク）

■合同会社ひとやすみ（谷井貞夫さ
ん、北４条西３丁目３、健康関連
事業〈高齢者向け健康体操の実施
等〉・カフェ）

■㈱地域価値協創システム 北見オフィス
　（谷井貞夫さん、寿町１丁目６－20
オレンジスタジオ内、コンサルタ
ント〈人材育成、地域価値協
創〉）

■すなっく鼓（齊藤弘子さん、北５
条西２丁目11－４、スナック）

■土木倶楽部（狛紘彰さん、泉町２
丁目７－20、土木工事）

■㈲坂口鋼業（坂口美幸さん、美山
町東４丁目82－25、鉄筋工事）

■札幌テレビ放送㈱旭川放送局
　（萩原隆雄さん、旭川市東旭川北２
条６丁目1－２、民間放送）

■カットインみつ　ベルエキップ
　（浅野克広さん、北１条西５丁目１
－２、理容）

新体制による青年部の４月例会

女性会の定時会員総会

　当所が運営するオホーツク産
学官融合センター（北見経済セ

ンター２階）では、
当地域で「創業や
事業承継をお考え
の方」、経営課題
解決の糸口をお探
しの方を対象に、
専門コーディネー
ターがワンストッ
プサービスでサ
ポートしています
（無料）。
　同融合センター
には、事業提携先
の中小企業基盤整
備機構本部北見オ
フィスと北海道知
的財産情報セン
ター北見サテライ
トも同居していま
す。
　同北見オフィス

をはじめ、大学、金融機関、税務・
法務機関と連携して相談案件に
応じた専門家の紹介も行ってい
ます。
　お問い合わせは同センター（℡
57－5677）へ。（担当　竹中　秀之）
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新会長が所信表明、新しい体制始動
〈青年部　４月例会〉

令和４年度事業計画案など承認
〈女性会　定時会員総会〉



2022.5.6担当社長/信田

　㈱ホームセンター坂本（坂本勤社長）は昭和60年
に設立し、現在、坂本ホーマ三輪・遠軽・斜里各
店、アウトドア・フィッシング 

　 フ ロ ス 　
FLOSを経営。地元

老舗のホームセンターでは日用雑貨、住宅設備、
季節商品、防災グッズなどのほか、福祉用具の賃
貸も。「お客様の痒いところに手が届く」店を目指
す。平成26年に２代目社長に就いた坂本社長（46）。
令和２年にはフロスを拡充しアウトドアブランドの
取り扱いを増やし管内随一の規模に。顧客ニーズ
への対応とともに優先する事項は「従業員の幸せ
を目指すこと。そのために必要なことをやっていま

す」。その上で計画
を練っているのが道
央圏への出店。自身
が楽しむキャンプは
今年60泊を予定。た
き火や読書で鋭気を
養っているようです。

● 第212回通常議員総会開催

● 令和４年事業計画・主要会計予算

● 市長への要望活動

● 「健康優良法人2022」認定事業所

● セミナー等抄録

● 青年部・女性部例会

　北見市内でも例年より早く開花したサクラ。戸外に出る機会とも
なり、行楽シーズンの到来を告げました。北見フラワーパラダイス
も開園日の４月29日は見頃（写真上）。同日、オープンした北見ファ
ミリーランドは親子連れで賑わっていました。

　タコスと革製品
の店「カクタス」が
２月に開店。テイ
クアウトのみの営業
でしたが、５月から
はイートインも開始。
メニューは３種類の
タコスとタコライス、

ドリンク。革製品は手縫いや工業用ミシンで作製
したバッグや財布など。店名のカクタスは英語で
サボテンの意。革製品のロゴにも寄り添った２本
のサボテンが配されています。店主の井上まゆみ
さん（45）は介護職を経ての起業で、自宅の一部を
店舗に改装。10代で食し好きになったタコスを日
本人向けにするため素材から吟味し調理法も研究
の上、チキンやポークなどを具に小麦粉生地のソ
フト系のタコスを焼き上げ提供。井上さんは「皆
様に愛されるタコスを作り、お店を軌道に乗せて
いきたい」と話しています。

５
　

月

６
　

月

◆16日　三役会
◆17日　ふるさと納税返礼品セミナー＆相談会
◆19日　東北海道商工会議所会頭会議
 第100回東北海道商工会議所連絡協議会、

専門家個別経営相談窓口（27日）
◆24日　オホーツク産学官融合センター運営委員会
◆27日　中小企業振興委員連絡会議

◆２日　監事会
◆６日　三役会、第326回常議員会
 創業実践セミナー（７日）
◆10日　専門家個別経営相談窓口（17日・24日・30

日）
◆13日　北海道商工会議所連合会通常会員総会
◆14日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動
◆20日　議員会ゴルフ大会
◆22日　第72回会員事業所永年勤続従業員表彰式
◆24日　三役会、第213回通常議員総会
◆29日　第70回全道商工会議所大会懇親会
◆30日　第70回全道商工会議所大会
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２月に開店、タコスと革製品扱う 

  CACTUS（カクタス）
管内３店のホームセンターと管内随一のアウトドア店経営

㈱ホームセンター坂本

　春は年度替わりでデスク回り等が雑然と
なりがち。当所では「３カ月後に大きな差
がつく整理整頓術」と題して職員向けに研
修を行いました。
　整理整頓とは「使いたいモノが使いたい
トキにすぐに使える」ことであり、調査に
よると、整理整頓ができてないと探し物の
ために１年間で150時間、８時間勤務だと
19日分の時間を費やしているとのこと。

　整理整頓は、主役業務が忙しいと、つい後回しに
なりがちですが、実は効率を上げる手段として大事
な脇役業務です。仕事がデキる人ほど整理整頓がで
きていてムダがありません。
　研修では整理整頓はじめパソコンデータ管理の手
法（「格納する場所」を決め「ネーミング」を統一
化し共有）等を学びました。職場全体で行うことで
時短や効率化がされるだけでなく、良好な見映え、
適正な在庫管理、共有意識の強化、災害時のリスク
減少等につながり、身の回りだけでなく、頭の中も
整理されます。
　研修後、まずは文房具等を必要最小限に整理して
みるとスッキリ。難しく考えず身近なところから。
興味のある方には講師をご紹介しますので当所まで
ご一報ください。

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№158

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

春、身近から整理整頓
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当所では2022年3月に
認定を取得

The  Kitami Chamber of Commerce and Industry
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